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宮崎市地域コミュニティ活動交付金実績報告書

令和５年 ５月 ２９日

宮崎市長 清山 知憲 殿

申 請 者 の 住 所 宮崎市大字島之内７４１０－１

申請者の団体名 住吉地域まちづくり推進委員会

及び代表者の氏名 会 長 片平 達也

電 話 番 号 ０９８５－３９－７００４

令和４年５月２７日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュティ活動交付金

については、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１９条１項の規定によ

り、関係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ）事業実施報告書

（ロ）収支決算書

（ハ）事業別収支計算書

（二）積立金管理状況報告書

（ホ）繰越届出書

（へ）備品管理台帳

（ト）地域協議会の意見書（事業実施報告書に記入）



令和４年度 事業実施報告・収支決算書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

１ 総括

設立１４年目になった住吉地域まちづくり推進委員会も、コロナ禍にありながら新たな事業も展開し、１9事
業を６部会と事務局で実施した。コロナ感染症防止のために延期となった事業もあったが、全事業を中止する
ことなく実施した。その中でも、子育てフェスタと米穂夢の収穫祭は、住吉地区総合文化祭との合同開催とし
て実施した。また、すみよし公園内で実施した収穫祭では住吉地区伝統芸能保存会（俵踊りと奴踊り）の練習
成果を初めて地域の方々に披露することができ、１２月に延期した「まつり住吉２０２２」のステージで更に
多くの皆さまにも見ていただけた。
災害時救援物資整備事業では、数点の救援資機材を購入した。それらの資機材を住吉地区総合防災訓練の場

や、小学校の総合的な学習の時間の防災に関する学習で防災倉庫見学の際に使用方法などの説明会を行った。
健康づくり事業では昨年に続き、リレーマラソンを実施し昨年より多くの皆さんが参加した。
「すみよしイルミネーション２０２２」は電飾を増やし好評であった。
美しい里づくり事業の招魂山整備は専門業者に作業を委託し、その後自治会やＰＴＡの皆さんの協力で手入れ
が進み、住吉中学校の生徒会と地域の皆さんが招魂山スタンプラリーの為の清掃活動を行った。今後も「安心
安全なまちづくり」・「ずっと ずうっと 住み続けたいまち 住吉」を目指していきたい。

２ 収支決算

（１）収入の部 （単位：円）

（２）支出の部

項 目 予 算 決 算 差 備 考

地域コミュニティ活動交付金 4,454,000 4,454,000 0

災害時積立金取り崩し 797,000 797,000 0

繰越金 2,536,637 2,536,637

雑収入 363 37 ▲326

合 計 7,788,000 7,787,674 ▲326

分野 事 業 名 実施年数 予 算 決 算 差 備 考

防 地域防災訓練事業 14年目 60,000 35,000 ▲25,000
各自治会防災訓練

中止

防 地域安全見守り隊事業 13年目 495,000 411,096 ▲83,904
ガソリン・消耗品

代節約

防 災害復旧活動支援事業 9年目 82,000 75,595 ▲6,405

防 災害時救援物資整備事業 2年目 797,000 797,000 0

福 子育て支援事業 14年目 313,000 62,220 ▲250,780
子育てフェスタ縮

小

福 住吉ささえ愛事業 9年目 91,000 60,880 ▲30,120 福祉まつり中止

再 すみよしイルミネーション事業 3 年目 253,000 244,548 ▲8,452

福
高齢者を支える生活支援事業
NPO 法人住吉つなぎ相愛との共催事業

2 年目 500,000 442,379 ▲57,621
ガソリン・消耗品

代節約

環 美しい里づくり事業 12年目 378,000 258,932 ▲119,068
草刈り機関連支出

節約

環 花いっぱい事業 7年目 705,000 690,420 ▲14,580

教 米穂夢事業 6年目 278,000 158,711 ▲119,289 収穫祭規模縮小

教 互いに認め合い支え合う社会づくり事業 14 年目 35,000 7,475 ▲27,525 チラシ代節約

伝 住吉のたからもの発掘事業 4年目 855,000 764,696 ▲90,304 学校関係支出縮小

再 広報誌発行事業 14年目 511,000 524,315 13,315
他事業から予算流

用残

再 住吉夏まつり事業 13年目 682,000 523,030 ▲158,970 時期変更規模縮小

健 健康づくり事業 13年目 55,000 51,486 ▲3,514

福 元気で、笑顔いっぱい事業 10年目 204,000 137,800 ▲66,200 健康体操回数減

再 情報発信事業 14年目 586,000 566,610 ▲19,390

他 まちづくり推進事業 12年目 908,000 711,869 ▲196,131 視察研修中止

繰 越 金 0 1,263,612 1,263,612

合 計 7,788,000 7,787,674 ▲326

（様式第５号）



３ 実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 地域防災訓練事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが安心安全に暮らせるまち”

◎災害に強い安心できる住吉

地域住民が災害に対して防災減災意識を持ち、災害に対応できるまちづく

りに努めます。

目 的

（期待される効果）

自然災害に対する為の防災訓練を実施する。

事業内容・手段

（１）炊き出し訓練の実施

・各自治会及び各種団体での開催支援

・地域自主防災隊に炊き出し訓練の啓発

〇自治会からの訓練計画の申し出がなく実施できなかった

（２）南海トラフ地震が予想される中、防災意識を高める研修会

〇まちづくり推進事業の報告会と合わせて、講師を招き

「住民で考える地域の防災・減災」として講演会を実施した(1月 21 日)

（３）住吉地区自主防災連合隊（住吉地区自治会連合会）・消防団と共催で

住吉地区総合防災訓練を実施（12 月 10 日）

事 業 費 35,000円
対 象 者 地域住民・自主防災隊（自治会）

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・住吉地区総合防災訓練は災害図上訓練Ｄｉｇを実施したが、今後は各自治会

での防災訓練に役立つと思う

・初鹿野さんの講演の中で「率先避難者になろう」など突然の災害では柔軟な

発想の必要性を感じた

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８８人 ６７人

スタッフ ２６人 １５人

合 計 １１４人 ８２人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

毎年各地の災害状

況が頻繁に報道さ

れるなかで、決し

て住吉も安全では

ないとの認識が高

くなっている

広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ｂ

１月に実施した防災

に関する講演会には

各自治会への回覧や

ＳＮＳで呼びかけた

②住民の参

加
Ａ Ｂ

住吉地区総合防災

訓練は自治会長が

主に参加された。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

さらに多くの地域住

民の参加を呼びかけ

て実態に合った訓練

の計画をしたい

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

自治会連合会と共

催事業であるが、

まちづくり倉庫の

資機材を披露し

た。今後自治会へ

の貸出をしたい

⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

訓練には自治会長が

参加されたので今後

の単位自治会の訓練

に生かせる。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

今回は自治会連合

会・消防団住吉分

団との連携による

防災訓練が実施で

きた。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

総合防災訓練を自治会連合会・消防団住吉分団と共催で実施することができた。

今後はさらに地域団体や地域の皆さんが参加できる訓練を計画したい

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

新たに取り組まれる総合防災訓練は、防災・減災に繋がるとともに、

住吉地区自主防災連合隊（自治会連合会）や消防団と共催で実施す

ることで、双方の負担軽減が図られます。訓練や研修会の開催に当

たっては、住民の防災意識や「自助・互助・共助・公助」の認識を

高められる実効性のある内容になるよう努めてください。

＜意見への対応＞

住吉地区総合防災訓練は DIG による机上訓練を実施した。ま

た、購入した防災機材の披露と説明を行った。防災機材や防

災用品は小学生の防災教室でも現物を見せて説明した。

対応 未 ・○済

＜協地域議会からの意見（令和５年5月・実施報告）＞

地域の防災・減災の意識向上に向け、地域団体と連携した

地域防災ネットワーク作りに繋がる事を期待します。

また、地域住民が参加できる体制の構築や、周知活動の充

実もお願いします。

併せて、保有している資機材の操作方法や利活用方法の普

及活動にも努めてください。

＜意見への対応＞

大災害を想定した取り組みは喫緊の課題であります。事業

化にはもっと詰めが必要であり、関係団体や専門家との調

整が必要です。

対応 ○未 ・済



防犯・防災に係る事業

事 業 名 災害復旧活動支援事業 実施年数 ９年目

事業期間 開始：平成２６年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが安心安全に暮らせるまち”

◎災害に強い安心できる住吉

地域住民が災害に対して防災減災意識を持ち、災害に対応できるまちづく

りに努めます。

目 的

（期待される効果）

いつ起こるかわからない災害に対して飲料水等の災害時緊急物資の備蓄を

行う。

事業内容・手段

（１）非常物資、飲料水の計画的備蓄

・5年保存飲料水の購入は中止。保存期限が近いものは、各種団体に配布

し使用した。

現在の備蓄数 ２３９７本（500ml）

・炊き出し用ハイゼックス袋の備蓄（1,000 枚/年）

現在の備蓄数 4,000 枚

・保存食料、生理用品、おむつなどを購入

炊き出し用の燃料も購入。薪は製材所から廃材を提供してもらった。

事 業 費 75,595円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・突然の災害時に即役立つ食料品や衛生用品が用意されているのを初めて知っ

た（小学校の防災倉庫見学）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者

スタッフ

合 計



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

南海トラフ巨大地

震の問題や最近の

各地での災害状況

から非常時に備え

る意識は高まって

いる。

広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ｂ

広報誌住吉まちづく

りだよりで周知

②住民の参

加

この事業は計画的

な備蓄であり、住

民の参加はない。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ｂ

住吉地区の各種団体

とさらに協議しなが

ら必要な備蓄品を揃

えていく

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

妥当である。地域

住民のあらゆる世

代に合う食料品や

衛生用品などを考

慮し備蓄したい。

⑦住民の満

足度
Ｂ Ｂ

非常の際に役に立つ

よう、計画的な備蓄

をしていく。一時的

な避難の備蓄品なの

で住吉全住民の満足

は得られない

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

地域センター、消

防団と備蓄品等の

共有をし、必要な

備蓄品の参考にし

た。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

飲料水がほぼ充分な備蓄量となったので、これまでにない携帯用おにぎりや

衛生用品を購入し備蓄することとした。期限が迫ったものはひなたの会などで有

効に利用してもらっている。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和３年５月・事業計画＞

飲料水などの非常用備蓄品については、倉庫の開錠・物資

の配分方法など、具体的な人員体制・物資提供方法のシュ

ミレーションが必要だと考えます。なお、今後も非常時に

即応できるよう物資保管には十分留意してください。

＜意見への対応＞

非常時の物資提供のルールは作成しセンターに倉庫の鍵

も渡し、物資の提供方法も全てセンターの判断にお任せし

ている。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

備蓄品の種類や在庫数等の把握や管理に努め、有事の際に

誰もが対応できるよう、ルールの作成を早急にお願いしま

す。

＜意見への対応＞

備蓄品の管理は写真入りで作成した。使用のルールは作成

し非常時の物資の提供は住吉地域センターに一任した。

対応 未 ・ ○済



防犯・防災に係る事業

事 業 名 地域安全見守り隊事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが安全安心に暮らせるまち”

◎事故や事件がない安全な住吉

地域住民が防犯意識を持ち、子どもの見守りを通して安全安心なまちづく

りに努めます。

目 的

（期待される効果）

「地域の子どもは地域で守り育てる」ことを基本とし、登下校時の安全を確保

するとともに地域の安全で安心なまちづくりを目指す。

事業内容・手段

（１）子ども見守り隊研修会並びに情報交換会

・青パト隊（６月２０日）、子ども見守り隊（６月２９日）と講習会を分け

て開催した。

（２）子ども見守り活動

・青パト隊は夏休み期間中も巡回できた。

・登下校の見守り活動も連日実施していただいた。

・見守りボランティアの募集では自治会会長など数名の参加を得た。

（３）住吉南小児童と５月２３日図書室及び教室とのリモート対面式で実施し

た。

（４）通学路の点検

・青パト巡回時に点検を実施

（５）青パト関係者や見守り隊員の保険加入を実施した

事 業 費 411,096円
対 象 者 地域住民、小中高校生

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・両小学校の児童が青パト巡回時に大きい声で挨拶をしてくれる（青パト隊員）

・中高生も最近は声を出して挨拶してくれる（見守り隊）

・ルールを守り挨拶の出来る児童、生徒が多い（青パト隊員）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２,３７０人 ４３０人

スタッフ ２９５人 ３１０人

合 計 ２､６６５人 ７４０人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ

の把握
Ａ Ａ

子ども達の登下校

時を安心安全に見

守るために必要 広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ａ

「まちづくりだよ

り」やチラシ及びま

ちづくりの公式ＳＮ

ＳのＱＲコードを印

刷したカード裏面に

も

②住民の参加 Ａ Ｂ

高齢化のため辞め

ていく人も出てき

ているが、今年度

は自治会への呼び

かけで数名参加が

得られた
事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

住吉の子ども達を見

守るために、今後も

手段を工夫しながら

ボランティア募集を

呼びかけていきたい

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

「地域の子どもは

地域で守る」を基

本に数多くの人で

各団体と協力して

取り組む事業は妥

当である。

⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

地域住民は、登下校

時の見守り活動や青

パトの巡回に必要性

をみんな感じてい

る。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

青パト隊員募集に

ついては自治会連

合会、ＰＴＡへの

お願いしている
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は青パトの講習会と見守り隊の講習会を分けて実施した。

それぞれの見守り状況や危険個所などの情報が得られて良かった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・事業計画）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和4年３月・事業計画）＞

協力者の負担軽減のためにも自治会連合会やＰＴＡだけ

でなく関係団体に広く働きかけ、ボランティアの確保に努

めてください

＜意見への対応＞

広報誌やチラシを出す際にボランティア募集を掲載し自

治会連合会の定例会でも協力を依頼した。PTA のボランテ

ィアの方々の把握も順次行っていきたい。

対応 未 ・ ○済



防犯・防災に係る事業

事 業 名 災害時救援物資整備事業 実施年数 ２年目

事業期間 開始：令和３年度 終了： 令和５年

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが安心安全に暮らせるまち”

◎災害に強い安心できる住吉

地域住民が災害に対して防災減災意識を持ち、災害に対応できるまちづく

りに努めます。

目 的

（期待される効果）

地震や台風などの大規模自然災害発生時に“命をまもる”ために必要な資材

を配備するとともに避難所での生活に緊急に必要となる物資を揃えて災害に備

える。

事業内容・手段

（１）人命救助を目的とした最低限の資材の配備。

・地域消防団や防災士などの意見を聞いて配備した。

（２）避難所生活で必要となる緊急物資の整備。

・地域センターと連携して物資の整備を実施した。

（３）高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児などへ配慮した物資の検討。

・できるだけ幅広い年齢層に合わせた資機材を配備した。

（４）自治会連合会にはまちづくりの資機材などの貸出や訓練時の配布は周知

している

（５）物資の保管場所は住吉地域まちづくり推進委員会の防災倉庫を基本とし

て維持管理するものとする。

・３年計画の事業で初年度に続き資機材の購入を行った。

事 業 費 797,000円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者

スタッフ

合 計



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

災害に対する意識

は高まっている。

食料、資材等計画

的に整備してい

る。

広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ａ

まちづくりだより等

で周知を行ってい

る。

②住民の参

加
Ｂ Ｂ

広く住民に周知す

る手段を検討した

い

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ Ｂ

消防団や防災士等の

意見を取り込み、最

小限必要な資機材を

配備する

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

地域のまちづくり

の中核としての存

在から妥当であ

る。
⑦住民の満

足度
Ｂ Ｂ

防災倉庫備蓄機材は

広報していく。単位

自治会の活動にも日

頃から利用してもら

い、災害時の円滑な

活動に生かす。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

地域内の各種団体

や地域センター、

防災士と連携を更

に深めていく。
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

積立金を取り崩して購入する機材は２年目に入った。選定には地域センターをはじ

め消防局、地域消防団、防災士等の意見を聞いて昨年より充実した配備となった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画＞

有事の際に、整備した物資を速やかに活用できるよう、関係者で使

用方法等の訓練に努めてください。

＜意見への対応＞

写真で在庫状況を把握できるように工夫した。総合防災訓

練時に整備品の披露と使用説明を行った。

令和 4年 9月の台風では自主避難所で購入物資を活用でき

た。

対応 未 ○済

＜地域協議会からの意見（令和3年11月・事業計画 ）＞

計画に沿って実施してください。なお、災害が発生した

際に、購入した資材をスムーズに使用できるよう、資材使

用に関するルールを早急に策定してください。併せて、資

材の使用方法に関する研修や防災訓練を実施してくださ

い。

＜意見への対応＞

備蓄品放出のルールは作成済。資材使用方法については部

会や防災訓練時に説明した。今後も機会あるごとに周知の

努力をしていく。

対応 未 ・ ○済



［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 子育て支援事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎女性や若者が活き活きと活動する住吉

地域住民みんなで安心して子育てができる環境づくりに努めます。

目 的

（期待される効果）

住吉における安心子育ての環境づくりを目指し、未就学児親子の支援とともに、

幅広い世代の交流を通じて地域の子ども達を育む。

事業内容・手段

「すみよし子育てフェスタ２０２２」

〇８月に予定をしていた子育てフェスタは新型コロナ感染拡大のため

延期とした。

新たに１１月１２日（土）住吉地区総合文化祭と共催で、住吉公民館で

乳幼児や小学生を対象とした「すみよし子育てフェスタ２０２２」を

実施した。

赤ちゃんハイハイ競争、小学生向け競争など実施した。

事 業 費 62,220円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・今回は住吉地区総合文化祭と共催となったが、幼児や小学生の参加は多く盛

況だった

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １２０名

スタッフ １０名

合 計 １３０名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ

３年ぶりの実施で

開催となり、ニー

ズは高まってい

た。
広
報

⑤事業の周

知
Ａ

自治会への班回覧

ＰＴＡへの呼びかけ

総合文化祭チラシ

②住民の参

加
Ａ

住吉地区総合文化

祭との共催で参加

者は多かった。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ

総合文化祭との共催

は会場の確保が厳し

い。ホールや駐車場

などの広さが必要

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ

妥当性あり。

⑦住民の満

足度
Ａ

満足度は高い

④各種団体

との連携
Ａ

ＰＴＡや自治会な

どとの連携ができ

た。
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は新型コロナ感染拡大のため延期し、住吉地区総合文化祭と共催で開催し

た。

単独開催に比べ、今回は会場が狭かった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

子育て世代に喜ばれている事業ですので、多くの住民が参加できる

事業として再開されることを期待しています。

＜意見への対応＞

コロナの影響で２年間事業が実施できなかった。令和４年

度もコロナの影響で８月予定の事業は実施できなかった

が１１月の住吉総合文化祭と共催で内容は少し縮小して

実施することができた。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和３年５月・事業計画）＞

幅広い世代の交流を図る中で、安心した子育てが出来る

よう創意工夫し、事業推進に努めてください。

＜意見への対応＞

コロナの影響で８月予定の事業は実施できなかったが

１１月の住吉総合文化祭と共催で実施することができた。

対応 未 ・ ○済



地域福祉に係る事業

事 業 名 住吉ささえ愛事業 実施年数 ９年目

事業期間 開始：平成２６年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎子どもや高齢者を大切にする住吉

高齢者が安心して暮らせるまちづくりに努めます。

目 的

（期待される効果）

高齢者等が日々安心して暮らせるよう、地域で支え合い、絆を深めていくこと

を目的とする。

事業内容・手段

（１）認知症に対する正しい理解や知識を深めるための「認知症サポータ養成

講座」は南部公民館（11月 9日）１回のみであった。

（２）高齢者対象のスマホ操作教室は初めての試みであったが、キャンセル待

ちが出るほど好評であった。（10月 22日）

（３）福祉まつりはコロナ禍で実施できなかった。

事 業 費 60,880円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

参加者数は「スマホ教室」「認知症サポータ養成講座」の人数。

住民の声（アン

ケートの結果等）

・「スマホ教室」は大変役立った、１回だけではなく次回も開催して欲しい。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ６３名

スタッフ １１名

合 計 ７４名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニ

ーズの把

握

Ａ

デジタル難民とさ

れる高齢者にとっ

て「スマホ教室」

は待ち望んでいた

イベントであっ

た。

広
報

⑤事業の周

知
Ａ

自治会連合会班回覧

及びインスタ、公式

ＬＩＮＥ等で周知

②住民の

参加
Ａ

スマホ教室につい

てはさらに参加者

が増える可能性が

ある。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｃ

認知症サポータ養成

講座については、申

込件数が減少。今後

主催元等見直す必要

がある

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域ま

ちづくり

推進委員

会の取組

としての

妥当性

Ａ

高齢者が待ち望ん

だ講座であり充分

妥当性がある。 ⑦住民の満

足度
Ａ

スマホ教室は満足度

が高い

④各種団

体との連

携

Ｂ

自治会回覧文書で

周知依頼した。

結果、自治会員の

方々からの申し込

みが多かった

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

初めての試みで開催した「高齢者向けのスマホ教室」、参加者の満足度は高く、さ

らにバージョンアップした講座を検討したい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

「わが家のカード」の活用に関する啓発及びスマホ操作教室の周知

にも取り組んでください。

＜意見への対応＞

「我が家のカード」は 3年がかりで作成したもので、有効

な利用を自治会連合会定例会でも呼び掛けている。スマホ

操作教室は希望者が多くキャンセル待ちの状態であっ

た。。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和３年５月・事業計画）＞

高齢化が進む中、地域で高齢者を支える取組の重要性が増

してきているため、「認知症サポータ養成講座」について

は、計画的に実施し、取り組みを広げてください。「我が

家のカード」作成については、計画最終年のため、作成以

後の活用に関する啓発も踏まえて取り組んでください。

＜意見への対応＞

認知症ｻﾎﾟｰﾀ講座は希望団体が少ないので令和 5 年度から

は中止する。「我が家のカード」は自治会を通じて配布し、

自治会長あてに有効利用を呼びかける内容の文書を添付

した。また自治会連合会定例会でも利用を呼び掛けた。

対応 未 ・ ○済



地域再生に係る事業

事 業 名 すみよしイルミネーション事業 実施年数 ３年目

事業期間 開始：令和２年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

目 的

（期待される効果）

地域の結びつきや交流を深め、やさしさや思いやりの心を育む

事業内容・手段

「すみよしイルミネーション２０２２」の開催

・会 場 住吉公民館

・開催期間 令和４年１２月３日～令和５年１月２７日

〇昨年度よりさらに電飾を増やし、点灯式を１２月３日の

「まつり住吉２０２２」にて盛大に実施した。

また、電飾の設置や撤去作業はＰＴＡの皆さんの協力を得た。

事 業 費 244,548 円

対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

今年はイルミネーションの点灯式を１２月３日のまつり住吉に合わせて、カ

ウントダウンで点灯式を実施したので大いに盛り上がった。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １４人 ２８人

スタッフ ２３人 ３１人

合 計 ３７人 ５９人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニ

ーズの把

握

Ａ Ａ

「地域住民の気

持ちを明るく前

向きにする」目標

は住民の気持ち

を良く捉えてい

る。

広
報
⑤事業の

周知

Ａ Ａ

まつりチラシやポ

スター、自治会の班

に回覧、インスタ等

で周知

②住民の

参加
Ａ Ａ

特に点灯式をま

つりに合わせた

ことで、多くの住

民に披露するこ

とができた。
事
業
の
効
果

⑥課題解

決への作

用

Ａ Ａ

十分達成できてい

る。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域ま

ちづくり

推進委員

会の取組

としての

妥当性

Ａ Ａ

地域の方々に毎

年のイベントと

して認知が高ま

っている、妥当性

はある

⑦住民の

満足度
Ａ Ａ

多くの住民に点灯

式を見ていただい

た。電飾が増えて撮

影する方を多く見

かけた

④各種団

体との連

携

Ａ Ａ

設置作業では住

吉三校のＰＴＡ

役員の方々の応

援をいただいて

いる

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

さらに電飾を増やしたイルミネーションを住吉まつりのなかで点灯式を実施した。

多くの地域住民からも好評を得ている。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

地域住民の心が安らぐ事業になっています。アンケート等

で地域住民の声を反映することができれば、更に住民に喜

ばれ、地域を活気づけられる事業になると思います。

＜意見への対応＞

令和 3年度より電飾範囲を拡大します。住吉公園や地域セ

ンター・公民館周辺が賑わい、楽しいひと時を過ごしても

らえるエリアになるよう事業を進めたい。

認知症ｻﾎﾟｰﾀ講座は希望団体が少ないので令和 5 年度から

は中止する。「我が家のカード」は自治会を通じて配布し、

自治会長あてに有効利用を呼びかける内容の文書を添付

した。また自治会連合会定例会でも利用を呼び掛けた。

対応 未 ・○済



地域教育に係る事業

事 業 名
高齢者等を支える生活支援事業 ＮＰＯ

法人 住吉つなぎ相愛 との共催事業
実施年数 ２年目

事業期間 開始：令和３年度 終了：

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが地域の宝を大切に守り育てるまち”

◎子供や高齢者等を大切にする住吉

高齢者が安心して暮らせる支援体制充実しよう

目 的

（期待される効果）

住民同士が「お互いさま」の心で支え合い、日常生活の支援を行うと共に子供

を含む若い世代も健やかに育っているよう、関係機関と連携し安心して暮らせ

るあたたかい地域づくりを目指す。

事業内容・手段

高齢者等の支援を住吉ボランティアセンター「つなぎ」と共催事業として行う。

・まちづくり推進委員会と「つなぎ」で月例会を実施した。

① つなぎ事務所にて依頼を受付、訪問調査を行い支援を行った。

・話し相手 1件 ・部屋掃除 63件・庭掃除 60件・除草剤散布 26件
・送迎時補助 件・買い物代行 102件・付き添い 7件・ゴミ出し 66件
・墓掃除代行 8件 ・その他 6件 合計 339 件 訪問調査 30件

②つなぎコール…安否確認・孤立に繋がらないように対象者へつなぎ事務所か

ら電話をかける。

・毎週水・木曜日、対象者 3名 延べ 60名へ実施

事 業 費 442,379円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・依頼者の立場に寄り添って対応して頂き、感謝しています。

・ボランティアの方々に高齢者が多いので、若い人の応援が必要ではないでし

ょうか。

・お願いする方にとって助かりますが、料金が安すぎます。この事業は続けて

頂きたい。そのためにも持続可能な料金設定を考えられたらいかがですか。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者

スタッフ ５５６人 ８７９人

合 計 人 ８７９人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

高齢者や共働き家

庭の増加でニーズ

は高い 広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ｂ

「つなぎ」は独自で

パンフレットを作

成。まちづくりだよ

りやインスタ、ブロ

グにも随時掲載

② 住 民の

参加
Ｂ Ｂ

この事業への認知

度は低く、一般の

住民参加はない

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ｂ

継続的な利用者の声

などを広報して行く

事も事業認知と依頼

者増加に繋がる・

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

共催事業として実

施しているが、地

域住民のニーズに

こたえるためにも

妥当

⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

サービスを受けた住

民は大いに満足して

いる。

④各種団体

との連携
Ａ Ｂ

広報活動と協力依

頼を含めて連携を

含め深めていかな

ければならない。 事業継続の必要性
○有・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

連携事業によりまちづくり推進会の事業の幅が膨らんだ。「つなぎ」の方もまちづ

くり推進委員会の事業として広報してもらいたい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

地域にとって高齢者等の生活支援は重要課題であり、なく

てはならない事業です。生活支援の活動が広く周知できる

よう努めるとともに、「住吉つなぎ相愛」との連携のもと、

充実した生活支援活動となるよう努めてください。

＜意見への対応＞

在宅での安心した暮らしを続けられるよう、まちづくり推

進委員会、つなぎと連携し、地区社協や民生委員、自治会、

また包括支援センターなど地域全体で見守るネットワー

クの構築を図っている。また、依頼内容も複雑になってい

る為、毎月の定例会で検討を行い、その人に寄り添った支

援活動に繋げている。

対応 未 ・○済



[３］環境に係る事業

事 業 名 美しい里づくり事業 実施年数 １２年目（令和２・３年度休止）

事業期間 開始：平成２１年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが四季を楽しめる心豊かなまち”

◎心に残る風景に満ちた住吉

地域住民が四季を楽しめる自然豊かな里山づくりを進める。

目 的

（期待される効果）

地域の豊かな自然環境を守り、美しい里山づくりを目指す

事業内容・手段

１．招魂山に東側と北側から登れるよう専門業者に依頼して整備する。

２．その後の維持はボランティアを募って草刈り作業を行う。自治会連合会

や PTA の協力もお願いする。

３．小学校に呼び掛けて児童が登る機会を増やしてもらう。

４．自然を生かした取り組みを計画する。

事 業 費 258,932 円

対 象 者 地域住民、小学生、中学生

創意工夫・改善点等

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞

平成２１年度から１１年間続けてきた事業を、ボランティアの方々の高齢

化や安全面の事情から令和２・３年度は休止した。令和２年度後半から事業

の再開を望む声が上がり、役員会で検討したが結論が出なかった。役員有志

で何度も招魂山に登り、頂上からの景観の良さ、手軽に安全に登れる里山と

しての理解を得るよう努力した。住吉小学校の校長先生にも登っていただき

頂上からの素晴らしい景色に感嘆されたのも事業再開のきっかけになった。

＜前年度Ｃ評価の評価項目への対応 対象項目（ ）＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

招魂山は、宮崎県が「土砂災害特別警戒区域」に指

定しています。事業実施に際しては、住民の安全面

に配慮するとともに宮崎県宮崎土木事務所への「報

告、連絡、相談」を徹底し、必ず記録として残すよ

う心掛けてください。

＜意見への対応＞

この事業を再検討するにあたって令和 3年 10 月 26

日に宮崎土木事務所への問い合わせに対して「警戒

区域であるが大木を切り倒したりしなければ、通行

に邪魔になる樹木などは払いのけても良い」旨の返

事をもらっている。「もし、大木を切り倒さなければ

ならないときは連絡してください」と言われた。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（ 年 月・事業計画）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握

Ａ

小学校や中学校で

招魂山を認知され

るようになり、子

供たちが興味を示

してくれるように

なった

広
報

⑤事業の周

知
Ａ

インスタやブログで

周知。

②住民の参

加
Ｂ

地域の方々も整備

に参加していただ

いている。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ

招魂山整備の継続に

ついて取り組む必要

がある

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ

地区住民には大変

好評であり妥当な

取り組みである。 ⑦住民の満

足度
Ａ

近隣の住民の方や小

中学校の皆さんの関

心が高く満足してい

る

④各種団体

との連携
Ａ

近隣自治会、PTA、
中学校の生徒など

と連携 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は専門業者により招魂山を整備をしてもらい、その後自治会や PTAや住吉
中学校の生徒による草刈作業により、頂上まで数回登り住吉の景観を見ることがで

きるようになった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

招魂山は、宮崎県が「土砂災害特別警戒区域」に指定して

います。事業実施に際しては、住民の安全面に配慮すると

ともに宮崎県宮崎土木事務所への「報告、連絡、相談」を

徹底し、必ず記録として残すよう心掛けてください。

＜意見への対応＞

この事業を再検討するにあたって令和 3年 10月 26 日に宮

崎土木事務所への問い合わせに対して「警戒区域であるが

大木を切り倒したりしなければ、通行に邪魔になる樹木な

どは払いのけても良い」旨の返事をもらっている。「もし、

大木を切り倒さなければならないときは連絡してくださ

い」と言われた。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和3年５月・事業計画）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・済



［３］環境に係る事業

事 業 名 花いっぱい事業 実施年数 ７年目

事業期間 開始：平成２８年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが四季を楽しめる心豊かなまち”

◎花と緑にあふれる住吉

地域住民や子供達が心豊かに生活できるよう花のあふれる緑豊かなまちづ

くりを推進しよう。

目 的

（期待される効果）

住民が集う広場や通学路を花いっぱいにして美しいまちづくりを目指すこと

を目的とする。

事業内容・手段

（１）花いっぱい運動

・コスモスの種まきは住吉南小（１・２年生）のみ実施できた。今年度は

少人数ではあったがまちづくりメンバーも一緒に実施した。他は主に土

地改良区の協力で種まきまでの一連の作業は実施した。

・トラクター整地とコスモスの種まき

西島之内水土里会 ８月２７日

新名爪新里会 ８月２８日

元村せせらぎ会 ８月３０日

住吉南小学校 ９月１０日

・花のまちづくり会員によるすみよし公園の花の植栽

ボランティアの方を含めて１８名の会員を４グループに分け、除草・花

がら摘み・水かけを行っている

事 業 費 690,420円

対 象 者 地域住民、小学校児童

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・住吉公園に来るたびに、花壇の花に心が癒されます。またボランティアの方

が花がら摘み等をされて花壇を整備されており感謝します。（住吉公園利用者）

・通学の時にきれいな花が植えてあり楽しい（小学生）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２９１人 １２０人

スタッフ ７２人 ３１０人

合 計 ３７３人 ４３０人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握

Ａ Ａ

稲の収穫後の田ん

ぼを賑わすコスモ

ス畑は毎年地域住

民の話題となって

いる

広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ａ

種まきの周知はイン

スタやブログで周

知。

開花時には「花いっ

ぱい事業」の看板を

立てている

②住民の参

加
Ｂ Ａ

米穂夢のコスモス

は時期が遅いため

実施できなかっ

た。住吉南小は種

まきに参加した。
事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ Ｂ

その年の天候に左右

されるのでまき床準

備が難しい。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

地区住民には大変

好評であり妥当な

取り組みである。 ⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

毎年好評である。今

年度は全地区ほぼ満

足な開花であった。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

土地改良区や小学

校、花のまちづく

り推進協議会と連

携。 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は元村地区、新名爪地区、西島之内地区とも土地改良区等の方々の応援で、

全てのコスモス畑は、ほぼ満開となり地域の皆さんに大変好評であった。米穂夢の

稲刈り時期が遅いため、今年度もコスモスの種まきは断念した。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

毎年、綺麗なコスモスを楽しめることに感謝しています。

＜意見への対応＞

関係者にはその年の天候に合わせてトラクターでの整地

やコスモスの種まき時期を工夫したり、種を蒔きやすいよ

うに種と土を混ぜたり、小学生の種まきには一人分ずつ袋

に入れるなど多忙な時期に準備していただいている。令和

４年度のコスモスは天候にも恵まれ素晴らしい開花を楽

しむことができた。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和3年５月・事業計画）＞

小学校との連携のみならず、地域住民も幅広い世代で参加

できるよう工夫してください。

＜意見への対応＞

コロナ感染症防止のため行事計画を広く呼び掛けること

が出来なかった。
対応 ○未 ・済



地域教育に係る事業

事 業 名 米穂夢事業 実施年数 ６年目

事業期間 開始：平成２９年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが地域の宝を大切に守り育てるまち”

◎地域の産業や

食文化を大切にする住吉

食育を通して子どもたちの豊かな食文化への関心を育てるように進めます。

目 的

（期待される効果）

米作りを通して、「いのち」につながることを学び、人と人の絆や多くの実践活

動を体験することで、「いのちをまもる・ふるさとをまもる・地域をまもる」こ

とへとつなぎ、地域の大きな輪の中で子どもたちを育み福祉へつなぐ。

事業内容・手段

今年度はコロナ感染状況をみながら、かかし作りや稲刈りなど子供たちも参加

してもらえた。

〇稲の種まき 令和４年５月２０日（金）

○田植え 令和４年６月１５日（水）

〇案山子作り 令和４年７月２３日（土）

〇案山子立て 令和４年８月２０日（土）

○稲刈り 令和４年１０月８日（土）

〇収穫祭 令和４年１１月１２日（土）

〇住吉地区社会福祉協議会とひなたの会（子ども食堂）へ米を贈呈

令和４年１０月２６日（水）

事 業 費 158,711円
対 象 者 地域住民・小中学生・幼稚園児・保育園児

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

今年度は、収穫祭を住吉地区総合文化祭の中で実施した。神事の後、住吉地区

伝統芸能保存会の披露の後、見学された地域の皆さんに新米を配布した。大変

好評で数が不足した。

年 度 令和４度 令和３年度

一般参加者 ２８４人 人

スタッフ １５６人 ４９人

合 計 ４４０人 ４９人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

収穫した新米を一

人暮らしの高齢者

等に配布し大変喜

ばれている。
広
報

⑤事業の周

知
Ａ

学校、幼稚園、保育

園などに案内文書発

送。

③ 住 民の

参加
Ａ

今年度は案山子作

り、稲刈りに幼児

や小学生、保護者

の参加を得られた

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

コロナ感染状況が収

束に向けば、一般の

参加者を迎えてのイ

ベントが期待できる

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

取り組みは妥当で

ある。

⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

収穫祭での新米配布

は多くの方が集まり

好評であった

④各種団体

との連携
Ａ

新米の配布につい

ては、社会福祉協

議会と連携
事業継続の必要性 ○有・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は、コロナ感染状況をみながら、少人数ではあったが幼児や小学生と一緒に

かかし作りや稲刈りを実施することができた。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

学校や各種団体との十分な連携に努めながら、広く地域住

民が参加できるよう配慮してください。

＜意見への対応＞

令和４年度は案山子作りと収穫祭は何とか実施できた。地

域住民の参加呼びかけは学校やＰＴＡ、自治会などにも協

力をお願いしていきたい

対応 未 ・○済

＜地域協議会からの意見（令和５年5月・実施報告）＞

食育事業として食文化を考察できる事業内容となってい

ます。い

子ども達が稲作過程を体験できるなど、事業内容の更なる

充実をお願いします。

＜意見への対応＞

学校でも米作りを体験しているが、田植えから収穫、そし

て収穫を喜び感謝し、福祉につなぐ一連の取り組みは伝統

を大切につないでいく教育的な価値があります。

対応 未 ・○済



［４］地域教育に係る事業

事 業 名 互いに認め合い支え合う社会づくり事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎女性や若者が活き活きと活動する住吉

地域住民がお互いに認め合い思いやりに満ちているまちづくりに努めま

す。

目 的

（期待される効果）

誰もが互いに尊重し合い、日常生活において、個性や能力が発揮できる男女

共同参画の意識を地域住民に広める。

事業内容・手段

〇男女共同参画に関する学習会の開催

住吉地区３校合同の学習会には参加せず、部会独自の講演会を開催した

開催日：令和４年９月２２日（木）

演 題：「コロナ禍において心を寄せて欲しいこと」

事 業 費 7,475円
対 象 者 地域住民、住吉３校ＰＴＡ

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２３名

スタッフ ８名

合 計 ３１名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ｂ

まだコロナ禍の影

響もあり三校合同

の講演より以前に

独自の講演会を実

施した、一般の住

民のニーズは低い

広
報

④ 事 業 の

周知
Ｂ

自治会への回覧文書

での周知

インスタ、ブログ

②住民の参

加
Ｂ

自治会回覧で募集

したが一般の参加

者は少なかった

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ

年度初めから三校

ＰＴＡ役員との調

整が必要

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ｃ

まだまだ認知が低

いこともあり妥当

性はみつからない ⑦住民の満

足度
Ｃ

男女共同参画の意識

がまだまだ低い

④各種団体

との連携
Ｂ

三校ＰＴＡ

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度もコロナ禍にあり、三校合同の講演会には参加することができなかった為、

地域再生活動部会独自で講演会を企画実施したがまちづくり単独では集客が困難

である。講演会について今後は三校 PTAとの共催で開催したい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

３校ＰＴＡに限らず、各種団体と連携し、多くの地域住民

が参加できるような学習会を計画してください。

＜意見への対応＞

３校ＰＴＡの参加者は多いが地域住民の参加が少ない傾

向がある。各自治会には班回覧のチラシで案内し、自治会

連合会を通じて協力を依頼したい。

対応 未 ・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和３年５月・事業計画）＞

男女共同参画の意識が広まるような学習内容にして実施

してください。併せて、広く地域住民が参加できる学習会

になるよう努めてください。

＜意見への対応＞

新型コロナ感染症防止のため実施できなかった。

対応 未・ ○済



伝統文化に係る事業

事 業 名 住吉のたからもの発掘事業 実施年数 ４年目

事業期間 開始：平成３１年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標 “みんなが地域の宝を大切に守り育てるまち”

◎地域の歴史や文化財を守り育てる住吉

地域の伝統芸能を通して住民同士の交流が盛んになるように努めます。

目 的

（期待される効果）

小中学生が住吉の歴史や文化財、地域団体の活動について学習し、地域住民との交流

を通じて住吉の良さを認識してもらう。伝統芸能保存会の活動を通じて日平俵踊り・

麓奴踊りを復活させる。

事業内容・手段

＜１＞住吉小学校

・ １年生のむかしの遊びを楽しもうでは、地域の方も参加して一緒に昔の遊びを体験した

３年生の総合学習の時間「住吉地区の元気の秘密を探ろう」ではゲストティチャーとし

て体育館での全体説明、各クラスでの説明、発表会と参加した

＜２＞住吉南小学校

３年生の総合学習の時間、住吉の未来プロジェクトでは２月１４日（火）発表会に参加

した。

５年生の日平俵おどり復活プロジェクトメンバーの生徒が伝統芸能保存会・日平俵踊り

の練習日や発表会などにも参加している

６年生蓮ヶ池横穴群の日本遺産ＰＲプロジェクトチームの横穴群案内番号プレートの作

成設置を支援した（１２月１９日）

＜３＞住吉中学校

「住吉を語ろう 住中２０２２」を発足。「出店」「招魂山スタンプラリー」「防災につい

て」３つのグループに分れた取り組みに協力した。

＜４＞住吉地区伝統芸能保存会

住吉地区伝統芸能保存の日平俵踊り・麓奴踊りの皆さんが、米穂夢収穫祭とまつり住

吉での披露に向け、毎月練習を重ねてきた。

俵踊りは文化財課の民俗芸能伝承事業の助成を申請した。

事 業 費 764,696円

対 象 者 地域住民、小中学生

参加者数（内訳）

※一般参加者は小中学校の児童生徒数、スタッフは伝統芸能保存会踊りの延べ人数を含む

住民の声（アン

ケートの結果等）

・収穫祭で初めて住吉地区の伝統芸能の俵踊りと奴踊りを見た。住吉にこんな伝統芸

能があることを初めて知った。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １，０６１人 ９３９人

スタッフ １２８人 ７１人

合 計 １，１８９人 １，０１０人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

念願の住吉地区伝

統芸能、俵踊りと

奴踊りを復活させ

て披露できて
広
報

⑤ 事 業 の

周知
Ａ Ｂ

今年度は、インスタ

やブログまたまつり

のポスターや総合文

化祭のポスター等で

周知できた

②住民の参

加
Ａ Ｂ

米穂夢の収穫祭や

住吉まつりで多く

の住民の皆様に披

露できた

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

学校連携と伝統芸能

保存の取り組みは分

けて取り組みたい

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

目標・目的に合致

した取り組みであ

る。妥当である ⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

俵踊り、奴踊りの復

活・披露ができたこ

とで、地域の方は喜

ばれている。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

横穴群ＰＲについ

ては市の文化財課

と連携している。
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

コロナ感染状況もやや収束に向かい、伝統芸能保存会の皆さんは収穫祭やまつりの

での披露に向け、活発に練習に励まれ士気も高まった。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

住吉のたからもの（郷土芸能・文化財）を広く住民に周知

するという事業の「目的」と「内容」の整合性を図ってく

ださい。

＜意見への対応＞

児童・生徒が総合的な学習の時間の活動を通じて地域の特

徴を知り、愛着を持ち、郷土の芸能や文化財に関心を持っ

て欲しい。学校との連携を強め、まちづくりの事業への協

力もお願いしていきたい。

対応 未・○済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未・ 済



［５］地域再生に係る事業

事 業 名 広報誌発行事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“ みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎地域の結びつきや交流を大切にする住吉

地域住民がまちづくりのイベントや事業内容を知り気軽に楽しく参加でき

るように進めます。

目 的

（期待される効果）

住吉地域まちづくり推進委員会の事業や地域の活動状況等を発信し、地域住民

への周知を図る。

事業内容・手段

（１）広報誌の発行

新型コロナの影響で定期発行分を変更した。

定期発行 ６月分（１０ページ）発行

３月分（１６ページ）発行

発行部数 ５，５００部

各自治会に全戸配布、また銀行、郵便局、スーパーなどにも置いた

（２）ブログの更新

各部会の事業報告を受けて、その都度ブログに掲載。

事 業 費 524,315円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・各事業の紹介に写真が多いので分かり易い

・ホームページだけでなくインスタグラムでもまちづくりの事業を知ることが

できる。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者

スタッフ ４６人 １００人

合 計 ４６人 １００人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

まちづくりの活動

内容・各種団体の

情報を掲載し、ニ

ーズの把握に努め

ている。
広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ａ

自治会には全戸配布

している。

また、住吉の小中学

校の教員及び総合学

習の教材としても児

童に配布した。

銀行、スーパー等に

も置かせてもらった

②住民の参

加
Ａ Ａ

自治会や各種団体

等に情報提供を依

頼している。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

当委員会の活動内容

等を見やすく掲載

し、事業への理解を

得るよう努力してい

る。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

広報活動は事業の

紹介や結果報告に

なくてはならない

活動であり、妥当

である。

⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

広報誌を見ることに

より当委員会活動へ

の参加がある。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

今年度は公民館・

消防団・河川浄化

などの活動を合わ

せて発行した。 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

新型コロナ感染症防止のため事業の多くは実施できなかったため、広報活動もあま

りできなかった。自己評価の特記事項は昨年度の分を再掲した部分もある。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

合同誌として、各種団体と連携・調整を図り、地域住民が

分かりやすく親しみやすい誌面になるよう工夫しながら

発行してください。

＜意見への対応＞

各種団体の発行時期と調整したうえで合同誌を作成した

い。誌面は画像を多く取入れ親しみやすく分かり易くす

る。

対応 未 ・○済

＜地域協議会からの意見（平成 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・済



地域再生に係る事業

事 業 名 住吉夏まつり事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが地域の宝を大切に守り育てるまち”

◎地域の結びつきや交流を大切にする住吉

地域住民がともに支え合いふれあいを通した交流が盛んになるように努め

ます。

目 的

（期待される効果）

地域住民の親睦・交流を深めるとともに、地域の活性化と振興を図ることを

目的とする。

事業内容・手段

住吉夏まつりの開催（住吉商工振興会との共催事業）

今年度は８月に開催予定であったが、新型コロナ感染状況から

延期し、１２月３日（土）に「まつり住吉２０２２」として実施した。

冬季の開催となり、人出が心配されたが地域の皆さんが大勢集まり

盛大なまつりとなった。

事 業 費 523,030 円

対 象 者 参加者に制限はない

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・寒かったが、三年ぶりに住吉のまつりが開催されて良かった。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２，６１３名

スタッフ １３名

合 計



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ

地域の方が一番集

まるイベントで参

加しやすい事業で

ある。
広
報

⑤事業の周

知
Ａ

まつりのポスター、

インスタや公式ＬＩ

ＮＥ等で周知

② 住民の参

加
Ａ

毎年夏の開催では

帰省者も多く参加

している。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ

住民の方のニーズも

参考にステージや催

し物を検討したい

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ

地域の方のニーズ

に合っている事業

である。 ⑦住民の満

足度
Ａ

恒例となっており地

区住民が最も集まる

イベントで全世代で

満足度が高い

④各種団体

との連携
Ａ

住吉商工会との連

携行事である。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

「住吉夏まつり」は、住吉の夏の風物詩です。住吉商工振興

会と協力して、２年間開催できなかった分、地域のみなさん

が更に楽しめる夏まつりになることを期待しています。

＜意見への対応＞

開催予定時期がお盆の里帰りの時期と重なることから、住

吉の良さを再認識してもらえる良い機会なので、住吉地区

の伝統芸能や住吉音頭などをみんなで楽しめる夏まつり

を企画したい。

対応 未・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和５年５月・実施報告）＞

新型コロナウイルス感染症の状況の影響により１２月の

開催となりましたが、多くの住民参加があり盛大に開催さ

れました。今後とも、住民参加型イベントの実施によって、

地域住民の交流が今まで以上活性化することを期待して

おります。

＜意見への対応＞

綱渡りのような事業の実施でしたが、結果は大成功でし

た。

対応 未・○済



［６］健康づくりに係る事業

事 業 名 健康づくり事業 実施年数 １３年目

事業期間 開始：平成２２年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎誰もが参加できる健康づくりのまち住吉

地域住民が気軽に参加できて楽しめるようなイベントとなるよう充実に努

めます。

目 的

（期待される効果）

すみよし公園内で「リレーマラソン」を行い、みんなとの交流を深める。また、

健康の有難さを感じていただく。

事業内容・手段

楽しくランラン「リレーマラソン」の開催

・開催日 １１月２３日（水）勤労感謝の日

・内 容 すみよし公園内を周回する。

誰もが自由に思い思いの格好で参加できて、何回でも何ｍでも走る（歩

く）ことを可能としてつないでいく。

４５０メートルの公園内のウオーキングコースをチームでバトンをつ

なぎ 1時間で何周回るかを競った。８チーム約７３名が参加した。1
位のチームは４２周の役１９㎞走った。

事 業 費 51,486円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・部活仲間で参加した。楽しかった。（参加者）

・スポーツクラブのみんなと参加した。親も一緒に走って楽しかった。（参加者）

・今年度で２回目の実施となったが、昨年より参加者が増えて良かった。（スタ

ッフ）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ７３人 ４６人

スタッフ １４人 １７人

合 計 ８４人 ６３人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

年代を超えて参加

できるので、ニー

ズはある 広
報

⑤事業の周

知
Ｂ Ｂ

回覧だけでなく、公

式LINEやインスタ
等で広く地域の方々

に参加していただく

ための周知方法の工

夫が必要。

②住民の参

加
Ｂ Ｂ

昨年より参加者は

増えたが、まだま

だ周知方法の工夫

は必要

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ Ａ

誰でも自由に参加で

きるルールにしてい

る

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

誰もが元気で健康

なまちづくりを目

指す取り組みであ

る。
⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

様々な年代、体力の

違う仲間でチームを

作り、無理をしない

で参加できる競技で

好評であった。

④各種団体

との連携
Ｂ Ｂ

公園を利用するス

ポーツ団体や公民

館を利用者への呼

びかけ依頼 事業継続の必要性 ○有・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

自治会への回覧だけではなく、公式ＬＩＮＥやインスタで呼びかけたり、各種団体

への呼びかけで昨年より多くの参加者があった

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・実施計画）＞

多くの人が気軽に参加できるイベントになるように内

容を工夫してください。

＜意見への対応＞

地域の多くの皆さんが気軽に参加できるように、広報の

方法や各種団体等への呼びかけを工夫する。

対応 未 ・○済

＜地域協議会からの意見（平成 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・済



地域福祉に係る事業

事 業 名 元気で、笑顔いっぱい事業 実施年数 １０年目

事業期間 開始：平成２５年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎誰もが参加できる健康づくりのまち住吉

地域住民が気軽に参加できて楽しめるようなイベントとなるよう充実に努

めます。

目 的

（期待される効果）

地域住民の健康増進やひきこもり防止を目指し、多世代の誰もが楽しく触れ合

える場づくりを進める。

事業内容・手段

１）各自治会・地区に出向いて運動教室やニュースポーツ、レクリェーション

を開催する

今年度は１４の自治会やサロンからの依頼があり、運動教室を開催した

また、ニュースポーツ用具の説明会を８月７日（土）に開催した

各自治会で開催する健康運動教室でも利用が増えてきた

事 業 費 137,800円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・初めてニュースポーツ用具の講習会を受けたが、いろいろなスポーツ用具が

あることが分かった。今度自治会で利用したい。

・用具の貸出もできると知った。サロンで利用してみたい。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １５８人 ７７人

スタッフ １３人 ８人

合 計 １７１人 ８５人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

用具を使ってレク

レーション感覚で

体を動かすことが

できるので、ニー

ズは高まっている

広
報

⑥ 事 業 の

周知
Ａ Ｂ

ブログやインスタ、

広報誌でも健康体操

教室やニュースポー

ツ用具について広報

している

②住民の参

加
Ｂ Ｂ

昨年より希望の自

治会やサロンが増

えて参加者が多く

なった

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ Ｂ

ニュースポーツ用具

の貸出がまだ少な

い。周知方法を改善

する

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

地域の皆さんの健

康維持のためにも

まちづくりの取り

組みとして妥当
⑦住民の満

足度
Ａ Ａ

参加者は満足されて

いる。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

地区体育会に日程

の調整や講師の選

定をお願いしてい

る。 事業継続の必要性 ○有・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

ニュースポーツ用品の講習会を実施して大変良かった。

用具をさらに増やし利用してもらうようにしたい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

ニュースポーツ用具は、「ふれあいサロン」でも活用でき

ますので、社会福祉協議会とも連携して、周知に努めてく

ださい。なお、使用方法がわかる説明書を作成することも

効果的だと考えます。

＜意見への対応＞

多くの自治会やサロン等でも利用し易いように、使い方な

ど講習会を計画したい。

対応 未 ・○済

＜地域協議会からの意見（令和３年５月・事業計画）＞

誰もが参加できるよう情報発信に努めると共に、導入した

ニュースポーツ用具の活用など、創意工夫してください。

＜意見への対応＞

ニュースポーツ用具の利用は一部の自治会のみであった。

まちづくりの事業以外で他団体が利用するケースもあっ

た。

対応 未・○済



［７］地域再生に係る事業

事 業 名 情報発信事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“ みんなが元気でお互いを支え合うまち”

◎地域の結びつきや交流を大切にする住吉

地域住民がまちづくりを介して地域の情報を知り地域に愛着を持ってい

ただけるよう地域の魅力を伝えていく。

目 的

（期待される効果）

地域活動や身近な生活情報を発信し、地域の活性化や地域づくりに役立てるこ

とを目的とする。

事業内容・手段

（１） ホームページの更新

新たに Instagramを開設しイベント等の情報を即日発信してきた

（２）地縁団体の活動内容紹介や地域づくりの広報活動の推進

今年度は住吉地区総合文化祭との共催で２つの事業を実施した

（３）地域の魅力を伝えるカレンダーの作成 （５，５００部）

今年度は、住吉南小学校３年生が作成した絵画を掲載した

１月開始のカレンダーを作成し大変好評だった。

事 業 費 566,610円
対 象 者 地域住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

昨年のＡ３版のカレンダーに代わり、卓上型で小学生が住吉のお宝を描いたカ

レンダーで大変良かった。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 人 人

スタッフ 人 ３２人

合 計 人 ３２人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ｂ Ｂ

毎年地域のニーズ

を把握している。

広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ｂ

インスタやブログの

QRコードと記載し
たカードをイベント

等で配布した

②住民の参

加
Ｂ Ｂ

地域の情報を提供

してもらうよう自

治会にも働きかけ

ている。

事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ｂ Ｂ

認知度を上げるため

に、まちづくりだよ

りをスーパー等に配

備させてもらってい

る

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

情報発信の手段と

して取り組みとし

ては妥当である。 ⑦住民の満

足度
Ｂ Ｂ

まちづくりだよりは

画像を増やすなど見

やすくなったと意見

があった

④各種団体

との連携
Ｂ Ｂ

地域団体の情報等

をインスタやブロ

グに掲載すること

ができた 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

ブログやインスタグラムはタイムリーに情報発信ができた。

カレンダーは、卓上型に変更し小学生の描いた絵画を載せて評判が良かった

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

まちづくりの魅力ある活動を発信することで、令和３年度

から始まった「地域版ふるさと納税（まちづくり推進委員

会の活動に対するふるさと納税）」にも繋がると考えます。

「地域版ふるさと納税」は、まちづくり推進委員会の貴重

な自主財源となりますので、多くの方に納税していただけ

るよう、引き続きホームページ等で活動の発信をお願いし

ます。

カレンダーについては、更に使い勝手の良いものになるよ

う工夫をしてください。

＜意見への対応＞

ホームページは事務局でも編集し易いシステム変更を予

定している。「地域版ふるさと納税」も掲載予定。

対応 未 ・○済

＜地域協議会からの意見（平成 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・済



その他の事業

事 業 名 まちづくり推進事業 実施年数 １２年目

事業期間 開始：平成２３年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

基本目標

“ みんなが地域の宝を大切に守り育てるまち”

◎地域の人材を生かして育てる住吉

地域の様々な人材を活かし、地域活動のためのリーダーになるように育成

に努めます。

目 的

（期待される効果）

住民主体のまちづくりを進めるために研修し意識を高める。

事業内容・手段

（１） まちづくり推進事業に伴う研修を行う。

２月２５日（土）「ＳＤＧｓｄｅ 地方創生」カードゲーム体験型ワーク

ショップを開催した。

まちづくり先進地への視察研修は実施しなかった。

（２）まちづくり事業報告会の実施

１月２１日（土）まちづくり事業報告会と講座「住民で考える地域の防

犯減災」を同時に開催した。

事 業 費 711,869円
対 象 者 まちづくり推進委員

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

・ＳＤＧｓで地方創生を考えたことがなかった

・ルールの理解に時間がかかったが楽しく学べた

・時間が限られていたのでもう少し内容を知りたかった

・子どもも交えると良かった

・今取り組むべきだと再認識した

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ５４人 ４２人

スタッフ １０人 ７人

合 計 ６４人 ４９人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

評価項目

評価

特記事項 評価項目

評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニー

ズの把握
Ａ Ｂ

今まさに取り組む

べきだと認識され

ている。ニーズが

高まっている
広
報

⑤事業の周

知
Ａ Ａ

自治会への回覧文書

配布や公式ＬＩＮＥ

等で呼びかけた。

③ 住民の参

加
Ａ

今年度の事業の取

り組みも発表する

ことができた。ま

たニーズに合った

講座で参加も多か

った
事
業
の
効
果

⑥課題解決

への作用
Ａ

ニーズに合わせた内

容で企画していきた

い。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

住民のニーズを把

握し、現状に合っ

た研修や講座の企

画で妥当性は十分

ある

⑦ 住 民 の

満足度
Ａ

今年度は講座や研修

の内容に満足してい

ただいた。。

④各種団体

との連携
Ａ

有意義な講座や研

修であれば各種団

体と連携し共催も

考えたい

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

今年度はまちづくりの事業報告ができ、防災講座も同時に開催できた

研修は昨年よりレベルを向上させた内容で喜ばれた

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和４年３月・事業計画）＞

まちづくりの魅力ある活動を発信することで、令和３年度

から始まった「地域版ふるさと納税（まちづくり推進委員

会の活動に対するふるさと納税）」にも繋がると考えます。

「地域版ふるさと納税」は、まちづくり推進委員会の貴重

な自主財源となりますので、多くの方に納税していただけ

るよう、引き続きホームページ等で活動の発信をお願いし

ます。

カレンダーについては、更に使い勝手の良いものになるよ

う工夫をしてください。

＜意見への対応＞

ホームページは事務局でも編集し易いシステム変更を予
定している。「地域版ふるさと納税」も掲載予定。

対応 未・ ○済

＜地域協議会からの意見（令和４年５月・実施報告）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・済



（１）収入の部

番号 金　　額

1 35,000
2 0
3 0
4 35,000

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 35,000 謝金 35,000
3 0
4 0 炊き出し材料費

各自主防災訓練支援　5回分

5 0
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 35,000

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域防災訓練事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 403,096
2 8,000
3 0
4 0
5 411,096

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 111,396 ガソリン代 61,382

お茶（研修会用） 8,640
青パト用　お茶・塩あめ 37,916
消耗品代 3,458

5 役務費 85,860 任意保険料（12ヶ月） 71,510
行事参加者傷害保険料 14,350

6 0
7 213,840 青パト車リース料 213,840
8 0
9 0
10 0
11 411,096

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域安全見守り隊事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 75,595
2 0
3 0
4 75,595

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 75,595 炊飯袋　1,000枚 16,390

保存食品 45,925
防災用品 13,280

5 0
6 0
7 0
8 0
9 0
10 0
11 75,595

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 災害復旧活動支援事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 797,000
2 0
3 0
4 797,000

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2
3 0
4 12,540 ラップ式トイレ消耗品２セット 12,540

5 0
6 0
7 0
8 0
9 備品購入費 784,460 組み立てトランク型自動ラップ式トイレ 160,001

　　　　　〃　　　　　バッテリー 28,600
　　　    〃　　　ダンビー個室 32,659
ドームテント 231,000
二つ折り担架 101,200
FK救助工具セット 72,600
災害多人数用救急箱 88,000
トランシーバー 70,400

10 0
11 797,000

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 災害時救援物資整備事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

 

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 12,220

2 50,000
3 0
4 0
5 62,220

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0 講師謝礼等

3 0
4 62,220 チラシ印刷代 31,130

食材料代

体験コーナー材料代 5,185
かき氷一式

スタッフ昼食・お茶代

ソーメン流し竹切材料代等

参加賞 25,905
　（子どもカフェ、ハイハイ競争）

消耗品代

5 0 傷害保険、振込手数料
6 0 交通警備（2名）
7 0 音響装置
8 0
9 0

10 0
11 62,220

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 子育て支援事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 60,880
2 0
3 0
4 0
5 60,880

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 60,880 ○認知症サポータ講座

お茶代 6,480

○福祉まつりチラシ 45,760

〇高齢者スマホ教室

お茶代 8,640

5 0
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 60,880

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 住吉ささえ愛事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 204,548
2 40,000
3 0
4 0
5 244,548

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 25,000 謝礼 25,000
3 0
4 219,548 LED電球代 162,344

チューブライト 52,725

チラシ作成代 4,479

5 0 振込手数料
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 244,548

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 すみよしイルミネーション事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 442,379
2 0
3 0
4 442,379

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 38,090 ガソリン代 18,000

消耗品費・事務用品 20,090

5 94,089 電話(つなぎコール・依頼受付・調整） 44,329
保険料（車・ボランティア） 49,760

6 0
7 310,200 車リース料 190,200

駐車場代 120,000
8 0
9 0

10 0
11 442,379

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名
高齢者等を支える生活支援事業
NPO法人 住吉つなぎ相愛との共催事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



2023/6/14



（１）収入の部

番号 金　　額

1 38,932
2 220,000
3
4
5 258,932

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 15,120 〇消耗品

草刈り機替刃

ガソリン代 5,400
お茶代 6,480
パン代 3,240

1,812 ボランティア保険（児童等） 1,812

242,000 〇招魂山整備事業
北側山道草刈工事 140,000
正面入口山道草刈工事 80,000
消費税 22,000

0
7 0
8 0
9 0

10 258,932

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 美しい里づくり事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）

5 役務費

6
委託料



（１）収入の部

番号 金　　額

1 306,420
2 384,000
3 0
4 0
5 690,420

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 593,820 ○花いっぱい運動

コスモス種子代 479,980
播種時元肥料 107,360
土・花苗代

お茶代（スタッフ用） 6,480

5 0
6 0
7 96,600 トラクターリース代 96,600

＊燃料代を含む

8 0
9 0

10 0
11 690,420

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 花いっぱい事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 18,711
2 140,000
3 0
4 0
5 158,711

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
看護師謝金

農作業謝金 76,400
3 0
4 72,023 苗代 11,000

肥料 11,292

ふるまい食材

ふるまい米代（稲刈り）

お茶代（会議用） 8,640

消耗品代 41,091

288 ボランティア保険（児童等） 288
収入証紙

6 0
10,000 借地料 10,000

収穫祭音響

8 0
9 0

10 0
11 158,711

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 米穂夢事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

旅費

需用費

委託料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）

2 報償費 76,400

5 役務費

7 使用料及び賃借料



（１）収入の部

番号 金　　額

1 7,475
2 0
3 0
4 7,475

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0 講師謝礼
3 0
4 7,475 案内チラシ作製費 2,795

垂れ幕作成、消耗品代 4,680

5 0
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 7,475

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 互いに認め合い支え合う社会づくり事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 199,696
2 565,000
3 0
4 0
5 764,696

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0 講師謝礼
3 0
4 738,746 〇住吉小学校

昔の遊びをしよう・芋づくり・住吉
地区の元気の秘密を知ろう
消耗品 66,626

○住吉南小学校
住吉お宝プロジェクト・日平俵踊り
復活プロジェクト・日本遺産PRプ
ロジェクト
消耗品 5,960
俵踊り衣装費 157,465

○住吉中学校
住吉未来探究所
消耗品 2,030

〇住吉地区伝統芸能保存会
日平俵踊り・麓奴踊り衣装代 506,665

5 5,950 5,950
6 0
7 20,000 伝統芸能保存会踊り練習会場料 20,000
8 0
9 0

10 0
11 764,696

0
2023/6/14

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 住吉のたからもの発掘事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 524,315

2
2 0
3 0
4 524,315

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 524,315 広報誌印刷代（6,000部）

　　６月発行 207,900
　　３月発行 287,375
チラシ作成費 29,040

5 0
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 524,315

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 広報誌発行事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 130,030

2 393,000
3 0
4 0
5 523,030

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
司会者謝礼 10,000
出演料

3 0
4 176,210 クリーニング代　@5000×3団体 15,000

弁当代　 21,600
お茶代　 12,960
トイレットペーパー

半被クリーニング代　

ポスター　Ａ２　100枚 59,620
まつり受付抽選券 57,200
コーン（コーンウエイト込）

アルコール消毒液・体温計他 9,830
シート　（8畳用）

5 0
6 39,600 チラシ折り込み料（3か所） 39,600
7 297,220 舞台(税込） 201,476

音響装置(税込） 95,744
8 0
9 0

10 0
11 523,030

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 住吉夏まつり事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）

2
報償費 10,000



（１）収入の部

番号 金　　額

1 18,486

2 33,000
3 0
4 0
5 51,486

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 5,000 看護師謝金 5,000
3 0
4 37,003 ○リレーマラソン

弁当代 12,250
景品代 24,753

5 9,483 傷害保険 9,483
6 0
7 0
8 0
9 0

10 0
11 51,486

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 健康づくり事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 127,800
2 10,000
3 0
4 0
5 137,800

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 42,000 ＠3,000×14回 42,000
3 0
4 95,800 チラシ用紙代

〇ニュースポーツ用品購入

マグダーツ・ スカットボール 95,800

5 0 イベント保険・送金料
6 0
7 0 健康体操会場使用料　2会場
8 0
9 0

10 0
11 137,800

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 元気で笑顔いっぱい事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 379,610

2 187,000
3 0
4 0
5 566,610

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 0
3 0
4 309,650 チラシ印刷代（文化祭) 57,200

広報活動材料費

カレンダー作成費6,000部 252,450

5 36,960 回線使用料 36,960
6 220,000 ＨＰシステム化 220,000
7 0
8 0
9 0

10 0
11 566,610

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 情報発信事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

備品購入費

積立金

合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（１）収入の部

番号 金　　額

1 205,232
2 506,637
3 0
4 0
5 雑収入

6 711,869

（２）支出の部

番号 金　　額

1 0
2 30,000 研究視察・講演会講師謝金 30,000
3 162,000 役員旅費　 48,000

会議・研修会旅費　 2,000
推進員活動費　　　 112,000

4 295,353 ○研修
弁当代 4,860
○講演会用横断幕 360
○視察

  弁当代
  お茶代
  手土産代
○お茶代（会議用） 6,480
○消耗品代

事務用品、インク、紙代他 270,453
○総会資料製本代 13,200

5 役務費 83,436 傷害保険
切手代 28,738
電話代 54,698

6 0
7 0 貸切バス料金（税込）

会場使用料
8 0
9 備品購入費 141,080 事務用パソコン 141,080

10 0
11 711,869

0

令　和　4　年　度　事　業　別　収　支　計　算　書

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

事　業　名 まちづくり推進事業

（単位：円）

科　　目 備　　　　考

基礎交付金

繰越金

補助金

負担金

合計（A）

科　　目 内　　　　訳

賃金

報償費

旅費

需用費

委託料

使用料及び賃借料

原材料費

積立金 0
合計（Ｂ）

収支差額　（A）-（B）



（様式第７号）

（単位：円）

番　号 項　　目 備　考

1 前年度までの積立額 円

2 取崩額 円

3 受取利息 円

4 合　計 円

積立金管理状況報告書

（令和５年３月３１日現在）

住吉地域自治区

住吉地域まちづくり推進委員会

積立金名称 災害積立金

積立金の収支

金　　額

1,014,808

797,000

6

217,814



単位:円

項     目 予 算 額 決 算 額 増   減 摘     要

繰　　越　　金 1,014,808 1,014,808

災 害 時 積 立 金 ▲ 797,000 ▲ 797,000 災害時備蓄品購入

雑　　収　　入 0 6 6 預金利息

合　　　　　　計 217,808 217,814 6

〔監査報告〕

令和　5年　4　月　6　日
監事

監事

令和4年度　特別会計決算書

積立金残高　217,814円は次年度に繰越

上記、決算書に基づき出納簿、預金通帳及び証拠書類と照合した結果、適正に処
理されていることを認める。



（様式第 9号）

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和５年 ５月２９日

宮 崎 市 長 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市大字島之内７４１０－１

名 称 住吉地域まちづくり推進委員会

代 表 者 の 氏 名 会 長 片平 達也

電 話 番 号 （０９８５）３９－７００４

令和４年３月３１日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金については、

決算において１，２６３，６１２円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ繰り越し

ますので届け出ます。

添 付 書 類

令和４年度収支決算書



令和４年度 住吉地域まちづくり推進委員会への意見書（事業実施報告）

住吉地域自治区地域協議会

会 長 飯干 るみ子

令和４年度の住吉地域自治区の地域まちづくりについては、事業計画及び収支

予算に沿って適正に執行されていましたので承認いたします。

なお、承認に際し下記の意見がありましたので、対応を検討いただきますよう

お願いいたします。

記

１．総括

コロナ禍の中、各事業においても延期や内容の変更を余儀なくされた事業も

あったようですが、皆様の知恵と工夫を活かしながら計画に沿った事業が実施

できていたと思います。

住吉地域が元気で魅力ある地域であり続けるために、「地域魅力発信プラン」

実現に向け事業展開を図ることが求められます。

このため、各部会の意見を踏まえて、一層の事業効果が得られるよう改善や

工夫を適切に行うことが、地域の課題解決、住民の参加と連携、未来を担う若

者たちの育成などに繋がる重要な要素となります。

今後も住民主体のまちづくりを積極的に推進していくに当たり、住吉地域の

将来を見据えて、事業効果が十分に得られるよう事業内容をしっかり構築して

いただきたいと思います。

２．事業の推進体制

今後の活動において、地域各種団体と適切に連携を図るとともに、各部会で

活発な意見交換を行なうなど、事業の目的達成に向けて効率的な実施に務めて

ください。

また、若い世代を含む地域住民が事業への参画が一層促進されるよう、引き

続いて、より効果的な情報の発信に努めていただきたいと思います。



３．各事業への意見

事 業 名 意 見

地域防災訓練事業

地域の防災・減災の意識向上に向け、地域団体と

連携した地域防災ネットワーク作りに繋がる事

を期待します。

また、地域住民が参加できる体制の構築や、周知

活動の充実もお願いします。

併せて、保有している資機材の操作方法や利活用

方法の普及活動にも努めてください。

米穂夢事業

食育事業として食文化を考察できる事業内容と

なっています。

子ども達が稲作過程を体験できるなど、事業内容

の更なる充実をお願いします。

住吉夏まつり事業

新型コロナウイルス感染症の状況の影響により

１２月の開催となりましたが、多くの住民参加が

あり盛大に開催されました。

今後とも、住民参加型イベントの実施によって、

地域住民の交流が今まで以上活性化することを

期待しております。


